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岩切市民センターの紹介

・昭和56年 ：現在の建物が竣工 （現在、築４３年）

老人憩いの家

併設 岩切保健センター

岩切コミュニティ防災倉庫

・昭和56年12月：仙台市に設立された６番目の公民館として発足

・平成 2年12月：公民館から市民センターに改称 （市民センター条例）

・平成18年12月：大規模改修終了

・平成22年 3月：岩切証明発行センターを併設

・平成23年 3月：東日本大震災

11月に業務を再開

・令和７年 11月～ 大規模改修予定

市民センターは、地
域コミュニティの拠
点として親しまれて
きた
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岩切小

岩切中

市民Ｃ

東コミセン

地 域 の 特 色
岩切駅前の再開発事業によ
り流入人口が多く、若い世
代が増加。岩切小は1,100

人を超えるマンモス校と
なっている。

利府街道沿いは、大規模な
区画整理事業が進行中。

のどかな田園風景も大きく
変化しつつある。
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年齢
階層

岩切地区
仙台市
全 域

65~ 20.18％ 24.98％

45~64 25.73％ 27.93%

20~44 34.00% 30.88％

~19 20.09% 16.21％

年齢階層別構成割合

○岩切地区は若年層、働き世
代（子育て世代）の人口割
合が高く、高齢化率は仙台
市内でも低い地区にあたる。

○藩政時代からの歴史ある地
区と開発地区とがあり、地
区により高齢化率が異なる。

令和５年10月１日現在住民基本台帳データをもとに作成

岩切地区

仙台市
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地域の課題

○ 多様な悩みを抱える子育て世代への支援が急務。

○ 町内会など地域を支える各種団体の中核人材の高齢化。

○ 新旧住民の意識や価値観の違い。世代間差もあり交流が

進みにくい。

新たなネットワークの構築と人材育成が必要

６年度 岩切市民センター取組目標

ここがふるさと！ ヒト・モノ・コト再発見

4



令和５年度に取り組んだ事業

家庭教育
地域交流会

岩切子育て
応援事業

岩切市民Ｃ
懇談会

岩切子ども
ふれあい事業

学びの広場
岩切アカデミー

岩切
老壮大学

すずむし
リンリン講座

岩切
市民まつり

インリーダー
研修会

岩切いろいろ
見てみ隊

広がれ！
スズムシの輪

１３事業６８回

どなたでも

乳幼児親子

児童・生徒

地域等代表

豊齢

考えよう！
岩切の安心安全

岩切小学校
地元学参詣講座

ここがふるさと！岩切のヒト・モノ・コト再発見
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家庭教育
地域交流会

市民センターを事務局に、岩切小・中とそれぞれのPTA、岩切児童館、社
会学級、岩切保健センターと一緒に「家庭教育地域交流会」を開き、学びの
原点である地域の家庭教育の現状や課題の情報交換や話し合いをし、講
座を企画運営してきました。

触れる機会が少ない
尺八・箏の演奏体験

暗い中でのわくわく
防災キャンプ

1 地域住民本位の生涯学習拠点機能
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地域の子育てに関わる20の団体に加え、岩切地
区町内会連合会、岩切地区社会福祉協議会が協力
団体となり、地域一丸となって「子育て」への支援
体制強化を進めてきました。

岩切子育て
応援事業

２ 地域の交流・拠点機能

IKoNet・いわきり子育て
ネットワーク

ママライフ手帳うごいて食べて親子de元気
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読み聞かせ
ボランティア

週２回、地域の皆さんが読み聞かせボランティアとして来館してい
ます。子供たちは、ボランティアさんの工夫を凝らしたお話に、大変
興味を示し、喜んでいました。ボランティアの皆さんも、親子の喜ぶ
姿を見て、自分たちの役割にやりがいを感じていました。

読み聞かせボランティア

３ 地域のコミュニティづくり機能
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広がれ！
スズムシの輪

多くの市民に仙台市の虫「スズムシ」と自生できる環境づくり
を広げる活動を続けてきた「すずむしの里づくり実行委員会」。
ボランティア養成講座を、実行委員を企画員として開設。３回
の講座の中で小学生の親子を含むスズムシ愛好家の横つなが
りをつくることができました。

４ 地域のコーディネート機能
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４ 地域のコーディネート機能
広がれ！

スズムシの輪

令和６年度以降
は、ここででき
た「つながり」を
活かし、スズム
シを飼育し広げ
る方を増やして
いく予定です
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特色ある事業
〈岩切子どもふれあい事業〉

曲がりネギダンス
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子どもの広場（居場所）
づくり

ボランティアの養成

平成30年度

事業の推移

平成24年度
岩切駅東地区の分譲開始。流入人口が急増

令和５年度 岩切子ども
ふれあい事業

令和６年度
子どもの広場

で
あそぼう！

令和４年度

市民企画講座として、５年間の複数年事業と
して平成３０年度にスタート

岩切小学校の児童数が1,000人を超えるマンモス校に！
一方でと子どもが安心してつどえる、学びや遊び場が少
なく、家庭内でのゲーム遊びが主流に。

子ども同士、子どもと大人のコミュニケーションが
生まれにくい状況

岩切市民センター利用のサークル活動の一環で
子どもの居場所づくりの機会を設置。各サーク
ルをつなぎ、ボランティア組織形成を目指しま
した。
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子どもの広場（居場所）
づくり

ボランティアの養成

平成30年度～令和４年度

●子どもが安心してつどい、学び遊び、子ど
も同士、子どもと大人が交流する場を形成

●ボランティア自身の楽しみ、生きがいに

13



子どもの広場オリジナルのバンブーリング
カーリングを模したゲーム、シートも竹を
使った道具も手作り！

スポーツ吹き矢の体験も！
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ジュニアリーダーの養成
（中学生7人、高校生3人）

●子ども会行事の企画や運営、市民まつりへ
の参加など、多方面で活躍しています。

●活動を行う際に必要な知識や技術を、市民
センターの支援を受けながら、仲間と共に
学ぶことができました。

子どもの広場（居場所）
づくり

ボランティアの養成

ジュニアリーダー定例会議 子ども会行事への参加
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子どもの広場（居場所）
づくり

ボランティアの養成

令和４年度（複数年最終年度）

複数年事業の最終年度最終回。
この日は「ジュニアリーダーと遊ぼう」と合同開催。
中高生とも異世代間交流。ボランティアお揃いのピンクのビブス
で団結感を高めています。

●５年間の事業を通して、ボラン
ティア各人の活動は定着したも
のの、組織化までには至りませ
んでした。
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岩切子ども
ふれあい事業

令和5年度

動画をご覧ください
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岩切子ども
ふれあい事業

令和5年度
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令和６年度と今後の展望

子どもの広場
で

あそぼう！

双方向の矢印
双方向の満足感

子どもの広場
ボランティア

ジュニアリーダー
と遊ぼう

ハンドベル
体験講座
参加者

地域の子どもたち

子どもの
保護者

主役（対象）

協力 協力

学び・あそび
の機会提供

同じコト・トキを
共有

見守り

小学校協力
生きがい

コミュニケーション
↓

安心感・安全な地域

市民センター
（ボランティアを担う人材育成）
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いーちゃん・こーくん ねっとん わーくん

IKoNet・いわきり子育てネットワーク

すずむし・リンリンちゃん

すずむしの里づくり実行委員会

ご清聴ありがとうございました
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